
２．国際執行理事会

2.1 理事会参加者
①会 長 1名
②副会長 9名
③事務局長 1名
④常任委員会委員長 3名
⑤会長経験者 2名
⑥各国国内員会 35カ国（48名）

オーストラリア２名、カナダ１名、チリ１名、中国２名、台湾２名、
チェコ１名、エジプト２名、フィンランド２名、フランス２名、ドイ
ツ１名、イギリス２名、ハンガリー２名、インド２名、インドネシア
１名、イラン２名、イタリア１名、日本２名、韓国２名、マレーシア
１名、メキシコ１名、オランダ１名、ナイジェリア２名、パキスタン

、 、 、 、 、１名 フィリピン１名 ロシア２名 南アフリカ１名 スペイン１名
スリランカ１名、スイス１名、シリア１名、タンザニア１名、タイ１
名、ウクライナ１名、ベトナム１名、アメリカ合衆国１名

⑦国際機関 ２団体（IPTRID１名、ISO１名）
⑧オブザーバー エストニア１名
合計 67名

2.2 国際執行理事会報告

主要課題 議論の要旨 結果

―１．開会
・シュルツ会長による挨拶 シュルツ会長挨拶のにおいて2003年

のWatsaveへの資金援助を日本が行う
旨の紹介された。

２．戦略テーマ「研究及び Prof.C. Madaramootooが
技術の普及」に関する 到着していないため、次
Prof. C. Madramootoo氏 回に持ち越し。
による講演

３．事務局長報告 事務局長報告が承認され
（１）加盟国の活動状況 １ ICIDのネットワークは97カ国 た。（ ） 、

、（２）ICID本部の活動状況 このうちアクティブメンバーは
（３）国際協力 69カ国

（２ ・ICIDのウェッブサイドで、）
いち早くアニュアルレポート、
ニュースレター、ニュースアッ
プデイト等の閲覧が可能。
・ニュースアップデイトのスペ
イン語版の発行。

（３ ・国際淡水会議（ボン 、持続） ）
可能な開発に関する世界サミッ
ト（ヨハネスブルク 、第3回世）
界水フォーラムに向けたタスク
フォースによる貢献。
・大ダム国際委員会（ICOLD)、
国際水力発電協会（IHA)、国際
水関係団体連絡会議（IWALC）と
の協力

４．ICID加盟申請 エストニアからの加盟申請。 エストニアの加盟が承認
された。



主要課題 議論の要旨 結果

５．評議会（MB）の報告 （１）ICID本部の増床 （１）各国国内委員会か
・本部スペースを600㎡増床し、そ らの意見を集約の上で判
のうち500㎡をICID事務局長の住 断する。また、反対意見
居とし 100㎡を外部に賃貸する が多い場合には次回の執、 。

・増床にかかる費用は借り入れし 行理事会で再度検討す、
返却は賃貸収入をもって行う。 る。

（２）Watsaveの支援を2002年はカナ （２）―
ダ、2003年は日本が行う

（３ “水、食料、環境の対話”へ （３）参加することが承）
の参加の承認 認された。

６．戦略計画・組織委員会 （１）エストニアのICIDへの加盟申 報告書が承認された。
（PCSPOA）の報告書 請

（２）第１回ｱﾌﾘｶ地域会議は2004年
エジプト（カイロ）を予定

（３）第2回アジア地域会議は2004年
3月オーストラリアを予定

（４）第56回IECは2005年中国を予定
（５）戦略計画のための設置した4つ

のタスクフォースの再確認
①WWF3の準備のためのタスクフォ
ース

②食料生産､食料安全保障及び食料
貿易のための世界的問題に関す
るポジションペーパー作成のた
めのタスクフォース

③灌漑排水によって提供されるサ
ービスの社会経済的持続性に関
するポジションペーパー作成の
ためのタスクフォース

④ベンチマークに関するタスクフ
ォース

７．財政委員会（PFC）の報 （１）会計報告 報告書が承認された。
告書 （２）2001年度予算執行計画

（３）ICIDジャーナルの商業化
（４）2002年度予算案
（５）2002年-2004年度の予算検討
（６）年会費の未払いの状況と対応
（７）ICID会議の財政

８ 技術活動委員会 PCTA （１）中村委員長から第3回世界水フ 報告書が承認された。． （ ）
の報告書 ォーラムに向けたバーチャルウ

ォーターフォーラムのセッショ
ンを日本国内委員会とICID本部
の協力で行うことを提案し、承
認された旨の発言。

（２）エストニアからICIDへの加盟
申請

（３）河口と沼地の持続的開発に関
する作業部会の設立

（４）モントペリエ（フランス）と
北京（中国）の会議テーマの承
認

（５）ダムに関するタスクフォース
の再構成



主要議題 議論の要旨 結果

９．第２回及び第３回世界 （１）ICID戦略（Strategy）
水フォーラム（WWF3)に ・PCTAによる各国国内委員会とワ
関するICIDの活動 ーキンググループを通じた“ICI

D戦略”の実行評価の開始。
（２）タスクフォース

・第18回総会までに、各タスクフ
ォースはボン国際淡水会議の結
果を踏まえた報告書を作成。

・これらの成果は来年開催予定の
持続的開発に関する地球サミッ
ト、第3回世界水フォーラム等に
対応。

（３）第3回世界水フォーラム京都準
備会議

・タスクフォース２では、バーチ
ャル・ウォーター・フォーラム
の会議室設立を検討。

・このことに関し、ICID事務局は
。日本国内委員会と協力して活動

・歴史部会の八丁教授も会議室の
設立を提案。

・ＷＷＦ３では、ボイスメッセン
ジャーのシステムがある。これ
にこれに対してＹＰＦの組織を
活用し対応

（４）水、食料及び環境に関する対 （４ 「対話」への参加）
話 について承認された。

「 、・世界水管理研究所(IWMI)が 水
食料及び環境に関する対話
(Dialogue)」を提案

・この「対話」の報告はWWF3及び
。WWF4の場で行われる予定である

・ICIDはこの「対話」に参加する
予定。

10 「ダムによる開発」に （１）これまでの成果 ダムに関するタスク フ．
対するICIDのアプロー ・第50回IEC（1999年9月）におい ォースの任務及びメンバ
チ て「かんがい、排水及び洪水防 ーの変更について承認さ

止のためのダムの役割」に関す れた。
るポジションペーパーを報告。

・ 世界ダム委員会」の報告書の「
発表（2000年11月）後、ICIDは
タスクフォースを設け、同報告

。に対するICIDのコメントを作成
・さらに、大ダム国際委員会

（ICOLD 、国際水力発電協会）
（IHA）及びICIDの３つの機関が
合同書簡を作成、公表。

（２）タスクフォースの新たな任務
とメンバーの再構成について

・これまでダムの分野で多くの実
績を持つ国は、ダム事業に関す
る意思決定と実践の手続きを改
善してきた。これらの情報を集
めて既存のプロセスと実践を取
りまとめる作業を3つの機関（IC
ID、IHA、ICOLD）の共同で開始



主要議題 議論の要旨 結果

予定。
・このため、ダムに関するタスク

フォースに新たな任務を与える
こと、及び新たな課題への対応
のため、タスクフォースを再構
成することを提案。

11．ICID憲章と規約の修正 会議登録料に関するICID憲章10.2とI 報告書が完成していな
提案のための特別委員 CID規約13.2（ｄ）の修正に関する報 いため、次回モントリオ
会の報告書 告書を予定 ール会議の場で報告

12．賞の授与 （１）ハッサン・イズマエル博士記
念国際賞

①タリップ・アハメッド博士（エ
ジプト）

②アヘムド・イブラヒム博士（ス
ーダン）

（２）WatSave賞
①タイ・チェオル・キム教授（韓
国）

②グ・ユンピン教授（中国）
（ ）③サンジャイ・ベルサレ インド

13．今後の国際執行理事会 （１）オーストラリアから第２回ア （１）第2回アジア地域
等の開催地 ジア地域会議を2004年3月にホス 会議のオーストラリア

ト国として開催の申し入れ 開催が承認された。
（２）ロシアより第55回国際執行理

事会（2004年、モスクワ）の開
催の案内

14．副会長の選出 ・ICID憲章に基づき、3名の副会長の イラン、中国、日本、メ
任期切れにより、3名の副会長選挙 キシコ、インドの５カ国
を行った。 からの候補者のうち、OB

Cの勧告に基づき、谷山
氏は（日本）無投票で当
選し、残りの2名につい
ては投票により、エスコ

（ ）、ントリア氏 メキシコ
ナイリジ氏（イラン）が
当選。

15．ICID会長による閉会の
挨拶


